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論文②

特集1

害防止主任管理者」（以下、「公害防止管理者等」という）は国
家資格を有する者でなければ選任ができない。
　公害防止管理者等の資格を取得する方法は次の二
つがある。
　①�毎年1回行われる国家試験に合格する（年齢、学歴、

実務経験などの制限なし）

　②�資格認定講習を受講し修了試験に合格する（技術
資格、学歴に応じた実務経験を有した者が審査を経て受講）

　当センターでは①の国家試験の受験対策として、さま
ざまな資格取得支援のコンテンツを用意している（図1）。
受験環境が異なれば最適な学習方法は変わるため、そ
れぞれ受験者の環境にあったコンテンツを活用いただき
たい。

はじめに

　四大公害病をはじめとする典型七公害の問題解決を
背景として成立した「特定工場における公害防止組織
の整備に関する法律」（昭和46年6月公布）により、我が国
では公害防止管理者制度が始まった。この制度は法律
の名称が示すとおり、工場での公害対策の確実な実施
のために、「特定工場」に「公害防止組織の整備」を図
る制度である。その組織は、工場の最高責任者である
「公害防止統括者」、統括者を補佐し管理者を指揮す
る「公害防止主任管理者」、専門知識を有する技術管
理者である「公害防止管理者」で構成され、特定工場
では公害防止統括者、公害防止主任管理者、公害防
止管理者を選任し、各地方自治体に届け出ることが義
務づけられている。このうちの「公害防止管理者」と「公

公害防止管理者等国家試験の
資格取得支援コンテンツ

公害防止管理者を目指す人へ②

　当センターでは、公害防止管理者等の資格取得を支援するためのコンテンツを用意している。受
験者それぞれの受験環境にあわせ、専門講師による座学スタイルの「受験講習会」、自分のペース
で学習できる「通信教育」、そのほかテキストや過去問題集、iPhoneアプリなどの受講メディアが
ある。また、資格取得後の再教育を目的として「公害防止管理者等リフレッシュ研修コース」を開催
している。公害防止管理者等国家試験の受験対策や、環境管理担当者の知識のリフレッシュの場と
して活用していただきたい。
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図1／公害防止管理者等の資格取得支援コンテンツ

◉ 専門講師による生講義

◉ 出題傾向を踏まえたポイント学習

◉ 基礎講座や演習形式の講座も開催

◉ 自分のペースに合わせて学習

◉ 勉強しやすい効率重視の教材

◉ 添削・質問回答でレベルアップ

受験講習会1

通信教育2

対策書籍・iPhone アプリ3

◉ 受験の必携書「テキスト＆過去問題集」

◉ 必要な科目だけ、基礎から学びたい…にも対応

◉ 空いた時間はアプリで演習
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間を割けない。限られた時間でいかに効率よく学習する
かが国家試験攻略のポイントになってくる。そこで受験
講習会では、出題傾向を分析し、広い試験範囲から
出題頻度の高い箇所に絞った講義を行っている。
　講師によって講義方法は若干異なるが、書籍『新・
公害防止の技術と法規』を使用テキストとしながら、重

1．受験講習会

　受験講習会の歴史は古く、第1回公害防止管理者
等国家試験（1971（昭和46）年12月実施）の対策講習として同
年に実施したのが最初である。以来、2016（平成28）年9
月現在までに受講者は累計20万名を超える。

1.1 出題傾向に重点を置いた生講義

　これまで多くの方に受講いただいていることからもわか
るように、対面式の座学スタイルには根強い人気がある。
専門講師による生講義は、緊張感を持ちながら学習で
きるところが大きな特長である。自己学習や一方通行の
映像教材とは違い、学習での疑問がその場で解決でき
ることも生講義ならではの強みといえる（写真1）。
　公害防止管理等国家試験の受験者は仕事を持つ社
会人の方が多いが、社会人は受験勉強になかなか時

図2／受験講習会の使用教材・配布資料（例）

◉使用テキスト
『新・公害防止の技術と法規』

◉講演資料（スライド資料）
「公害総論」の一例

◉参考資料
「近年の国家試験出題傾向」

写真1／専門講師による生講義（関根講師）
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要ポイントをまとめたスライド資料を使って講義するスタイ
ルが基本的なものとなる（図2）。また、講義のなかでは
過去問題を例示し、出題のされ方や問題を解くコツを
解説している（図3）。
　特に初学の受験者からは、どこに重点を置いて学習
すればいいのかを知りたいという声がよく聞かれる。ポイ
ントを絞った講義はそのような要望にも応えるものとなって
いる（図4）。

1.2 基本コースと目的で選ぶ講座・演習

　例年、受講日数や受講ニーズによっていくつかの種

類の講習を用意しているが、以下に今年度に実施した
主な講習内容を紹介する。

（1）3日間集中コース・科目別コース

　3日間集中コースは、水質関係第1種～第4種公害
防止管理者、大気関係第1種～第4種公害防止管理
者、騒音・振動関係公害防止管理者の資格取得をめ
ざす方を対象としている。それぞれの対象となる受験科
目を3日間で一通り学習できるスタンダードなコースである。
また、科目別コースは、2006（平成18）年度の科目別合格
制度の導入に伴い、科目ごとに受講できるように開設し
たコースである（各会場によって受講できる科目は異なる）。

図3／過去問の解き方を解説（汚水処理特論の例）
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（2）基礎講座

　公害防止管理者等国家試験では化学や数学などの
基礎知識が必要になる。基礎講座は、理系の知識に
自信のない文系出身者などを対象として、化学・数学
の復習と試験問題への応用について学ぶ講座である。
上記①のコースの受講内容をより理解するための講座と
しておすすめしている（図5）。

（3）国家試験プレ演習

　模擬試験問題を解き、知識の最終チェックと正解を導く
コツを学べる演習形式の内容となっている。試験前の実
力試しや学習の総括としておすすめする演習である（図6）。

1.3 開催概要

　受験講習会は、例年6～9月頃に全国各地で開催して
いる（図7）。なお、来年度の日程等の詳細は2017年3月
下旬に当協会ウェブページにてお知らせする予定である。

図4／受講者の声（平成28年度アンケート結果より）

全講義わかりやすくて良かったです。
テキストも要点が非常によくまとまっていて、
とても助かりました。
             20 代・化学工業職員

独学ではわかりにくかった（覚えにくかった）
測定技術のところについて、わかりやすく
説明していただき理解が深まりました。
       40 代・非鉄金属工業職員

テスト対策のために、ポイントを絞って
教えていただいたのでよかった。

　　　　　　　　　　　　　　　30 代・化学工業職員

図5／基礎講座の内容（水質の例）

公害防止管理者に必要な化学・数学を学習

化学反応

酸化反応利用例
CODの測定

プログラム

◎環境問題の概要
◎単　位
◎化学の反応

◎中和反応
◎酸化と還元
◎検量線による定量計算方法
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図6／国家試験プレ演習の内容

①模擬試験問題に挑戦

②解説の講義で解き方と知識の最終チェック

模擬試験問題サンプル

図7／平成28年度の受験講習会の開催地と対象区分

大気／水質

札幌

水質

静岡

大気／水質

岡山

大気／水質
騒音・振動

広島

大気／水質

高松

大気／水質
騒音・振動

福岡

大気／水質
騒音・振動
国家試験プレ演習

名古屋

大気／水質
騒音・振動
国家試験プレ演習

大阪

大気／水質

仙台

大気／水質／
騒音・振動
基礎講座
国家試験プレ演習

東京

◎大気：大気関係第1種～第 4種の対象講習　　◎水質：水質関係第1種～第 4種の対象講習
◎騒音・振動：騒音・振動関係の対象講習　　　◎基礎講座：対象は大気、水質、騒音・振動
◎国家試験プレ演習：対象は大気、水質（一部例外あり）

例年
6～9月に
全国開催
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　業務の関係で受講会場まで足を運びにくい、まとまっ
た時間が取れないという方のために、平成5年度から
通信教育を開講している。通信教育の受講者数は累
計2万名超となっている（2016（平成28）年9月現在）。

2.1 自分の学習ペースで受験対策

　通信教育のメリットは、自分のペースで学習を進めら
れるところである。受講者は各科目を学習したあとに添
削レポートを提出し、学習で得た知識をチェックしながら
レベルアップを図ることができる（図8）。また、学習で生じ
た疑問に対しては担当講師が質問に応じてくれるので、
疑問を抱えたまま学習を進めることはなくなる（書面での質
問・回答）。

2.2 合格重視のわかりやすい教材

　通信教育の教材は、出題傾向を分析し、合格のた
めに必要な箇所を効率よく学べるような工夫がされてい
る。過去問や演習を通して重要なポイントを押さえること
ができる（図9）。

2.3 受講概要

　水質関係第1種～第4種公害防止管理者を対象とし
た「水質管理コース」、大気関係第1種～第4種公害
防止管理者を対象とした「大気管理コース」を開講して
いる。また、受験講習会と同様に科目を選択して受講
することもできる。

図8／通信教育の内容

①自分のペースで学習、レポートを提出

②わからないことは講師に質問

返送されてくる
解説で弱点を克服

通信添削レポート

回 答

Q：“5m mol/L”とはなにか。
A： “5 m mol/L”は
　   “5 ミリmol/L” です。
      長さの “mm”と同じく ミリ= 
　1/1,000 を表します。
　したがって、
　“5 m mol/L = 5 / 1,000 
mol / L” 
　です。
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図9／通信教育の教材の特長

実問

　本通信教育の教材は、初心者にもわかりやすい工夫
がされています。出題傾向を分析し合格のために必要
な箇所をピンポイントで解説しています。過去問題に
チャレンジしてみることで、問題を解くための力が身に
ついたかどうかを確認し、弱いところは解説や演習を
通して理解を深めることができます。

過去どのような出題がされたのかを説明しています。こ
の説明にしたがって学習の内容を組み立てていきます。

合格のためには、どのくらい
の頻度で出題されたのかは重
要な情報です。出題頻度の高
い分野から攻略するのも合格
への近道です。

聞きなれない用語や詳しい説
明が必要なところには、このよ
うなアイコンで解説を入れて
います。

濃度規制：煙突や排水口
から排出される汚染物質
の濃度に規制をかけるこ
と。ここでは前項の「排
水基準」が濃度規制にあ
たります。

補　足
Supplemental

出 題傾向

出題頻度

補　　足

図10／対策書籍・iPhoneアプリ

『新・公害防止の技術と法規』シリーズ

『図解 基礎知識』シリーズ 『化学の基礎知識』シリーズ iPhone アプリ

『正解とヒント』シリーズ 『徹底攻略受験科目別問題集』シリーズ

受験必須テキスト
◎大気編
◎水質編
◎騒音・振動編
◎ダイオキシン類編

図解でわかりやすい
入門書
◎大気編
◎水質編

受験に必要な
化学を学ぶ
◎入門編
◎実践編

解説付きの
問題演習アブリ
◎公害総論
◎大気5科目
◎水質4科目

過去 3 年間の
問題と解説
◎大気編
◎水質編
◎騒音・振動編
◎ダイオキシン類編

科目ごとのポイント
解説 & 問題演習
◎公害総論
◎大気5科目
◎水質4科目



031

特
集
1

特
集
2

総
説

シ
リ
ー
ズ
連
載

環
境
情
報

公
害
防
止
管
理
者
等
国
家
試
験
の
資
格
取
得
支
援
コ
ン
テ
ン
ツ

3．対策書籍・iPhoneアプリ

　当協会では、受験対策のための書籍やiPhoneアプ
リを発売している（図10）。学習の進め方や受験環境に応
じて最適な媒体を選ぶことができる。

3.1 受験必須テキスト
『新・公害防止の技術と法規』シリーズ

　受験講習会でテキストとしても使用される本シリーズは、
公害防止技術、法令について網羅的に解説されたもの
である。公害防止に関する知識を深めるうえでもぜひ手
元においておきたいシリーズ。

3.2 過去3年間の問題と解説
『正解とヒント』シリーズ

　本シリーズは過去3年間の国家試験問題とその解説
を収録。過去問を繰り返し解くことで、出題傾向の把握
や解答力アップを図りたい。

3.3 科目ごとのポイント解説&問題演習
『徹底攻略受験科目別問題集』シリーズ

　「学習のポイント」で出題の要所を押さえ、演習問題
を解きながら学ぶ問題集である。未合格科目や苦手科
目の対策として活用してほしいシリーズ。

3.4 図解でわかりやすい入門書
『図解 基礎講座』シリーズ

　『新・公害防止の技術と法規』や過去問に取り組む
前に読む図解の入門テキスト。膨大な試験内容の大枠
を理解できる内容になっている。

3.5 受験に必要な化学を学ぶ
『化学の基礎』シリーズ

　文系出身受験者のための入門書。高校化学の基礎
が学べる「入門編」と、試験に役立つ化学・数学の知
識を身につけられる「実践編」がある。

3.6 iPhoneアプリ

　『徹底攻略受験科目別問題集』シリーズをベースにした
解説付きの問題演習アプリ。「公害総論」「大気編」「水
質編」全10科目。正解率表示やランダム出題など、アプ
リならではの機能で着実な知識のレベルアップができる。

4．公害防止管理者等リフレッシュ研修コース

　「公害防止管理者制度」が発足してから事業者の公
害防止対策は大きな成果を上げてきた。しかし一方で、
産業型公害から都市生活型公害への変化、化学物質
の管理、循環型社会への対応、地球温暖化防止への
取り組みなど、近年の社会的な関心は新たな環境問題
にシフトしている。そのような状況のなか、平成17年か
ら平成18年にかけて排出基準値の超過や測定データ
の改ざん等公害防止に係る不適正事案が相次いで明
らかになったことを受け、経済産業省と環境省は平成
19年に「公害防止ガイドライン」（正式名：公害防止に関する環
境管理の在り方に関する報告書）を取りまとめた。公害防止ガイ
ドラインには、事業者が環境管理体制の構築に取り組
むための参考となる行動指針について示されている。

4.1 資格取得後の知識のリフレッシュ

　当センターでは、公害防止ガイドラインに準拠し、公
害防止管理者をはじめとする企業の環境管理担当者の
再教育を目的に「公害防止管理者等リフレッシュ研修
コース」を平成20年度より全国各地で開催している。平
成21年度に本研修コースより分化した「環境担当者向

日程 開催地 日程 開催地

9月9日（金）（終了） 札幌（北海道） 11月24日（木） 福岡（福岡）

9月15日（木）（終了） 大宮（埼玉） 11月25日（金） 大分（大分）

9月16日（金）（終了） 長野（長野） 12月1日（木） 岡山（岡山）

10月20日（木） 四日市（三重） 12月2日（金） 名古屋（愛知）

10月21日（金） 大阪（大阪） 12月14日（水） 東京（東京）

表1／「公害防止管理者等リフレッシュ研修コース」開催日程（平成28年度）
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公害防止管理者等国家試験の資格取得支援コンテンツ

け廃棄物研修コース」の受講者を含めると、これまでに
全国で9,000名以上の方に受講いただいている。

4.2 開催概要

　平成28年度の研修コースは10月現在も全国にて開
催中である（表1～表3、写真2）。環境法の改正情報の取
得や違反事例を教訓に環境管理体制を見直す機会と
して、ぜひ本研修を活用いただきたい（詳細は本誌表紙裏の
開催案内を参照）。

おわりに

　公害防止管理者制度が始まって以来、平成26年度
までに約47万人（資格認定講習での資格取得を含む）が公害防
止管理者等の資格を取得し環境管理の現場で活躍し
てきたが、現在は団塊の世代である熟練者の退職等に
より、技術の継承が困難になっている事業場は少なくな
い。今後も当センターでは、資格取得の支援やリフレッ
シュ研修を通して、企業における公害防止管理、環境
管理の着実な実施をサポートしていきたい。

時間 研修内容等

9：30～10：00 受付

10：00～12：30

第1講義　環境関連法規の改正動向
◎近年の主要環境法規の改正を追う
大気汚染防止法、水質汚濁防止法、土壌汚染対策法、化学物質関連法、地球温暖化対策法、そ
の他（水銀水俣条約対応等）等
◎今後の改正動向（中央環境審議会での審議動向等）

12：30～13：30 お昼休憩

13：30～16：30

第2講義　事案から学ぶ（事例紹介）
◎法違反事例・環境汚染事案等の事例から環境管理のあるべき姿を学ぶ

第3講義　最新の環境TOPIC
◎重要改正の深堀解説や最新の環境管理手法、処理・対策技術の最新情報など環境管理実務の今
をお知らせ（会場により講演テーマが異なります。）
《講演テーマ》
1．事業所における化学物質管理の動向（化学物質のリスクアセスメント等）〔大宮・長野会場〕
2．水質汚濁防止法の地下水汚染防止対策とH29土壌汚染対策法改正の行方〔その他会場〕

16：30～16：45 事務局からのご案内

※都合により日程や内容は一部変更/中止となる場合があります。

表2／「公害防止管理者等リフレッシュ研修コース」研修内容（1日研修（10：00-16：45））

一般 会員※1

受講料（税込） 15,100円 10,800円

※1��当協会（一般社団法人産業環境管理協会）の会員の方への優待価格となります。

表3／「公害防止管理者等リフレッシュ研修コース」受講料

写真2／配付資料の一例（講演資料（パワーポイント資料）・テキスト資料集・
環境基準等手帳型資料集）

資格取得支援コンテンツ・
リフレッシュ研修等に関するお問合せ

人材育成・出版センター
e-mail　e-support@jemai.or.jp
URL　http://www.e-jemai.jp


